
（3）の計算では（2）を利用して計算の
手間を省くことができます。
極値をとるxの値α，βはf'(x)＝0の解であり
（2）より

f(x)＝f'(x)（　 x＋　 a）＋（4a－2a2）x－2a2
となることを用います。極値の差を計算する問題は頻出なので
ぜひ使えるようにしておきましょう。

y＝x3が単調増加である
ことより，実数A，Bに対して
A3＝B3 ⇒ A＝B

となることを利用したのですね。
このことがわかるように
（a2－2a）＝3
といったん変形すると
よいでしょう。

f'(x)=0が重解αを
もつとき，
f(x)の増減は

となり，
f(x)は極値をもちません。
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